
1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

大9 バックオフィスへのＡＩ利活用による業務効率化

2 課題の詳細

求める技術：⑮

大阪市

4  技術の導入により代替が期待される業務

内部（バックオフィス）業務における文書や数値を使用した資料作成や過年度の資料比較など、資料作成に多
くの時間を要しており職員の負担が大きくなっています。

今後想定される職員数の減少により、資料作成業務の効率化を行っていく必要があります。その一環として、
内部（バックオフィス）業務について、ＡＩの利活用を通じた業務効率化を行うことで、職員の業務負担軽減を
図りたいと考えています。

(例) ・人材マネジメントのための職員データの自動収集・見える化・分析、適材適所となる職員の配置素案の自
動作成、退職者や問題行動をする職員等に関する予兆行動の分析

・収支予測、各項目の予算額素案の自動作成
・法的な課題や紛争が生じた際、過去データ等を踏まえた論点・争点・解決の方向性を整理した資料案の自
動作成

・資料のとりまとめ業務
・過去資料の検索・確認・集約業務
・素案作成業務



1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

大11 行政手続きに係る申請書類のチェックの自動化

2 課題の詳細

行政申請手続きは、紙媒体により申請された書類を申請受付者が確認しており、添付
資料の不足や誤記や等の不備の洗い出しに多くの時間を取られ、職員の多大な労力が発
生している。

行政申請に手続きにおいて、申請受付者は申請された多量の書類の確認を行い、添付
資料の不足や不備などの修正点を電話などで指示し、再提出を求めている。この申請書
類の確認には多大な人的労力を要している。
現在、行政申請は対面申請からオンライン申請への移行を進めており、今後は申請書

類についても紙媒体からデジタル化していくに合わせて、これまで申請受付者が実施し
ていた添付資料の不備や誤記などの提出書類の確認を自動化できないかと考えている。

行政申請手続きに必要な提出書類を自動的にチェックできる下記のようなシステム
☑ 提出図面の誤記などの不備を自動判別し、正しい記載への変換とその部分を可視化
できる
☑ 過去の指摘内容をラーニングし、スキルアップするシステム

大阪市

求める技術：⑮



3  こんな技術を求めています！

2  課題の詳細

地震などによって、配水管破裂事故等が同時に発生した場合、復旧に向けての調査計画や復旧計画を立

案する必要があるが、災害時という十分な人員を割り当てられない状況の中、早急に計画立案をできない

おそれがある。

また、単独の配水管破裂事故であった場合でも、その影響範囲の想定や復旧に必要な資材、修繕工法案、

洗管箇所とその順序などについては、現在はベテラン職員の経験に基づいて計画されているが、今後、想

定される技術者の不足に対応できないおそれがある。

技術者不足の状況であっても、計画立案をAIが自動化できれば、危機事象が発生しても、迅速な対応が

可能になる。

 ＡＩで危機事象発生時に優先すべき初動調査の範囲や、復旧の計画を自動的に立案できる技術

 ＡＩで漏水事故が発生した場合に、復旧工法の提案や、洗管計画等を自動的に立案できる技術

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

管路復旧における調査計画、復旧計画に係る業務

市内全域で断水したと想定、発災後25日で応急復旧完了

送配水管延長：約2400㎞（基幹管路φ350～1350㎜：約200㎞、配水支管φ75～300㎜：約2200㎞）

配水場：7 給水区域：21

1  課題を抱える業務の内容

堺３ 危機事象発生時のＡＩ活用

堺市

求める技術：⑮



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

広３ 施設更新の候補地選定

2  課題の詳細

求める技術：⑮

広島市

4  技術の導入により代替が期待される業務

山林等を造成する必要がある場合、現地調査前の段階では造成範囲や地形・地質状況等を把握することが難しく、
買収面積や工事費の算出にも苦慮している。

担当職員により、施設更新候補地の選定、買収面積及び工事費等の算出を行い、予算要求・執行管理を行っている。

造成の可否や諸条件を整理する基本検討業務

 地形データや、土地の利用状況（障害物判定）、土砂災害警戒区域などの情報に基づいたAIによる候補地の選定
 山林等の造成シミュレーション結果の出力、用地取得面積や概算工事費の算出



微分干渉像 DAPI像

クリプトスポリジウムのオーシストクリプトスポリジウム及びジアルジア（クリプトスポリジウム等）は塩素耐性

が高く、水道の天敵ともいえる病原微生物です。

飲料水10L中に数個のクリプトスポリジウム等が混入しているだけで発症する

おそれがあり、検査方法にも高い分析技術が求められます。

検査の最終段階の顕微鏡観察では、蛍光観察や微分干渉像など複数の方法で観

察した上でクリプトスポリジウム等か否か判定を下します。

事故発生時には迅速な検査が求められますが、顕微鏡観察は人力で行うため時間を要します。また、顕微

鏡像からの判定には習熟が必要で、国内の水道でも誤陽性だった事例があります。

ＡＩ等により迅速かつ正確に自動判定できれば、作業時間の短縮や誤陽性・誤陰性の防止だけでなく、専

門家の育成をサポートする強力なツールとなります。

 クリプトスポリジウム等を自動計数する技術

 一連の観察像から、クリプトスポリジウム等か否かを画像判定する技術

検鏡による計数・判定業務

作業頻度：１回／月 作業時間：３時間／回

新１ クリプトスポリジウム等の自動計測・判定技術 求める技術：⑮

新潟市

1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量



1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

新２ AIによる面接試験評価システム

2 課題の詳細

求める技術：⑮

新潟市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

職員採用内容試験における個別面接試験

限られた時間では、受験生の正確な評価が難しい。

 ＡＩにより受験生の行動特性や人間性、性格面における著しい特徴等を評価、診断する技術

 市側が指定する評価項目について点数化する技術

面接官による評価の補完

年間受験者数：50人



3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

現在、全国市有物件災害共済会の建物保険に加入しており、保険委託範囲である、①建物、②工

作物、③動産の３種類のうち、本市の固定資産の中から火災や風水害等に備える必要があるものに

関して保険適用の申し込みを毎年行っています。

本市が有する全資産について、その資産を保険対象とすべきかどうかの判定、固定資産台帳と保

険台帳の整合性の確認、保険適用に必要な図面等補足資料の管理を担当職員が手作業で行う必要が

あり、事務作業量が膨大になってしまっています。

 固定資産台帳と保険台帳の整合性を図る技術

 新規保険登録の際に過去の保険登録実績等から効率的に登録判定できる技術

 場所毎でどの資産に保険がかかっているか可視化でき、管理できる技術

主な業務は年１回、１週間程度。他に案件発生毎に１日程度（年数回）

建物保険対象資産の保険適用申込業務

さ１ 建物保険対象資産の効率的管理 求める技術：⑮

さいたま市

1  課題を抱える業務の内容



貯水池では、気象の変化等によりカビ臭の原因となるアナベナなどの

藍藻類が毎年発生しています。現状は、職員が船舶による定期的な巡

視・採水を行い、藍藻類（アオコ）の増殖傾向などを確認の上、必要な

対策を行っています。

また水深別の採水及び水質検査を行うことで貯水池内におけるカビ臭

の鉛直分布を把握し、カビ臭の少ない原水を選択的に取水しています。

貯水池の面積が広大なため、船舶による移動・採水には多大な時間を要しています。今後、職員数

の減少が見込まれるなか、貯水池における水質管理の効率化が課題となっています。

 船舶を利用せずドローンにより自動で水深別の採水をする技術

 ドローンを用いて上空から撮影した画像を基に、AIが画像解析を行い、アオコの発生状況や濃度

等を判別する技術

船舶による定期採水・巡視

採水・巡視業務

湛水面積：112万㎡、作業頻度：１回／週（数箇所採水）

神戸４ ドローンを活用した貯水池の水質管理 求める技術：⑥⑮

神戸市

1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

千3 サーバルームの遠隔監視

2  課題の詳細

求める技術：⑮

千葉県

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

当局では今後、執務室の移転等により、サーバールームと担当職員のい
る執務室の場所が遠くなることが予想されます。障害ランプの把握遅れ
や業者作業立会いによる職員の移動が大変になるなどの課題を想定して
います。

現在、サーバルームの隣に職員が日中常時待機しているため、職員が定期
的に障害ランプを確認しているほか、業者による作業確認も適切に行って
います。
今後もリモートで同等の運用を行えるICT技術を募集します。

遠隔でリアルタイムの監視及び検知ができるツール
想定される技術：多角的なウェブカメラ、エラー時の自動通知ツール

コンソール画面の文字も判別可能なテレビ会議ツール
ネットワーク温湿度計・アラーム感知計

人力による毎日の目視管理



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

千4 共有ドライブのデータを使った質問回答及び検索システム

2  課題の詳細

求める技術：⑮

千葉県

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

当局では、電子ファイルを共有ドライブで保存しナレッジの継承を図っています。年々データ量が増えているこ
と、渇水や特定設備の障害など数年に1度しか発生しないデータなど見つけるのに苦労しています。

以前は、サーバ内を検索するソフトウェアを導入していましたが、データ量の増大などによるライセンス費用の高
騰などから継続を断念しました。

共有ドライブ内のデータから質問に答え、かつ根拠となる元ファイルも提示してくれるシステム
学習形式である場合、学習するデータを選択できるシステム（最新ファイルのみを選択するなど）
また、情報流出の危険性がないシステム
想定される技術：生成AI



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

千5 議事録の自動作成

2  課題の詳細

求める技術：⑮

千葉県

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

当局では、局内や業者となど日々様々な打合せを行っています。録音をもとに文字起こしを行うソフトの導入や、
議事録自動作成ソフトの検討はされていますが、精度やセキュリティに課題があります。

打合せ議事録（要約）の自動作成
専門用語への対応や、個人が入力した専門用語（辞書情報）の共有
複数人数の声を高精度で判別する技術
非公開情報でも対応できるセキュリティ
ローカル環境で動作する、安価で高精度なＡＩ議事録作成サービス

打合せの記録の作成、確認に時間を要しています。ソフトを利用する場合でも、専門用語がうまく文字変換され
なかったり、複数人数の声の判別がうまくいかない場合があり、修正に時間を要します。
また、打合せについては未公開の情報を扱うことが多いため、クラウドサービスや、生成AIを利用したサービス
等の利用に一部制限があります。



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

千6 安価で高速な衛星通信による冗長化

2  課題の詳細

求める技術：⑮

千葉県

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

当局では、IP電話や各種情報システム、浄給水場の監視制御に光回線を利
用していますが、地震時の回線切断などリスクを抱えています。

安価で高速、かつ回線切断時にも利用でき、通信のセキュリティが担保
された最新のバックアップ回線技術
通常のIP電話回線等から速やかに切り替えられる緊急回線
想定される技術：スターリンクやアマゾンが計画している低軌道通信衛
星をバックアップとして利用する等の技術

最近は、遠地のデータセンターを利用するシステムも増え給水エリア以
外の災害、障害によってシステムが使えなくなるリスクもあります。



3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

受講アンケート集計・解析業務

人材育成のための有効な手段の１つとして研修を実施しており、毎年度研修

計画を立てて効果的かつ効率的に研修が実施できるよう努めています。一部の

研修では研修受講アンケートを実施し、研修内容等の改善に役立てていますが、

研修の実施成果が各職場で生かされているかどうかは把握できていません。

 研修の効果を確かめる手法として受講アンケートを実施しているが、アンケー

トだけでは研修の実施効果を見える化することが難しい

 研修の効果の定量化が難しい  研修効果を上げる手法が分からない

１　研修内容について

高 低 回答

5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

コメント

２　参加者としてのご自身について

高 低 回答

5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

コメント

３　役立つと感じた内容についてご記入ください。

４　学んだことで仕事に役立つことについてご記入ください。

５　研修で学びたかったが、得られなかった情報についてご記入ください。

ご協力ありがとうございました。　　札幌市水道局

研修受講アンケート

研修名

所属

全体的な評価

氏名

実施日

期待通りの内容だった

自分の仕事に役立つ内容だった

※プルダウンから数字をお選びください。

※結合セルに直接入力してください。

※結合セルに直接入力してください。

研修に積極的に参加した

研修を通じて学びを得ることができた

※プルダウンから数字をお選びください。

※結合セルに直接入力してください。

 以下のような作業を行い、研修効果を見える化するシステム

・受講アンケート集計・解析

・受講後数ヶ月後の研修内容定着状況把握

・組織への寄与度把握

 見える化した結果を基に、研修

実施効果を上げるための手法を

フィードバックするシステム

札２ 研修効果測定システム 求める技術：⑮

札幌市

1  課題を抱える業務の内容



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

札９ 積雪寒冷地における配水管浅層埋設支援技術

2  課題の詳細

求める技術：⑮

札幌市

本市の管路延長は6,000㎞を超えており、延命化や事業量の平準化などにより計画的に更新しています。

北海道のような積雪寒冷地での更新にあっては、配水管内の水が凍結しないように、基本的には凍結深度より

も深く埋設しなければならず、土工によるコストがかさんでいる（札幌市の配水支管埋設深さ：1.1～1.2m）

人口減少等により給水収益が減少する中で、北海道のような寒冷地においても、凍結しない範囲で掘削深を浅

くすることができれば、延長あたりの「更新コストの削減」や「更新に要する期間の短縮」が見込める。

 施工や維持管理に影響を与えず、低コストな管の保温技術（断熱塗装、高断熱ポリスリーブ等）

 浅埋埋設可能な範囲（凍結しない範囲）の調査・検討を支援する技術（土中・管内温度測定等）

４ 技術の導入により代替が期待される業務

５ 事業規模・業務量

札幌市内に布設されている配水管約6,000㎞の更新

 「更新コストの削減」や「更新に要する期間の短縮」が期待されます。



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

2  課題の詳細

北九州市

近年ドローンは技術の進歩により、測量や監視、点検などさまざまな分野

で活用されています。一方でドローンを使用した施設への不法侵入など、ド

ローンを悪用した犯罪やテロが発生する恐れがあり、浄水場等施設への不法

侵入ドローンに対するシステムを構築する必要があります。

現状、浄水場等施設は不法侵入してくる「人」に対する対策を主眼としており、ドローンを悪用し

た毒物投入やテロ等への対策が困難な状態です。

 レーダーやカメラ、電波等で不法侵入ドローンを検知する技術

 不法侵入ドローンの捕獲や、飛行を無効化する技術

ドローン不法侵入イメージ

北２ 浄水場等施設への不法侵入ドローン対策 求める技術： ⑮


